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　 神経系がなんらかの形で免疫系の機能調節に関わっていることは古くから指摘
されてきた。しかし、どのようにして神経系からの入力が免疫系からの出力に変
換されるのか、そのメカニズムは十分に解明されていない。我々は、交感神経か
ら分泌されるノルアドレナリンが、リンパ球に発現するβ2アドレナリン受容体を介
してリンパ球の体内動態を制御していることを見出した。今回は、交感神経による
リンパ球の動態制御のメカニズムと、その免疫応答における意義について最新の
知見を交えて紹介する。"

【コーディネーター】　感染制御学分野　教授　勝二郁夫	

【主　催】　膜生物学・医学教育研究センター 		
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※先端医学トピックスの講義としても開講します　（事前申込みは不要です）　	
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